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エタノール生産の主要副産物である DD

GSの養豚飼料への配合が増加している。 

最近，DDGSは，哺乳期の豚の飼料中に

20 %以下（体重が 12 kg以下では 10 %以

下）にすべきことが推奨されている。しか

し，別の研究では，DDGSは 30 %まで配

合できるとの報告もある。さらに，DDGS

の給与は，Lawsonia intracellularis（豚で

肉芽腫性増殖性腸炎をおこす細菌）に感染

する豚の頭数を減少させ，また，腸の傷害

の低減をもたらすことが示されている。 

一方，哺乳期の飼料への乾燥ホエーの配

合は，哺乳期の豚の成長を向上させ，また，

消化管の微生物叢を変化させることによっ

て健康状態を改善することが示されている。 

しかし，哺乳期の豚および健康状態に対

して DDGSと乳副産物との間の相互作用

については報告がみられない。そこで，1）

哺乳期の初期に飼料へ低水準の DDGSを

配合して豚を慣らし，次いで哺乳期の後期

で DDGSを高い水準で配合できるか否か，

2）飼料への乳糖の配合が DDGS中の可溶

性繊維とデンプンの不足をまかない，この

ことが哺乳期の豚の成長を向上させるか否

かについて検討した。 

実験 1では，離乳豚の成長と健康状態に

及ぼす飼料への DDGSの配合水準の影響

について検討した。試験には 18±1日齢（平

均体重 5.6±0.1 kg）の離乳豚を 24頭用い，

1期（離乳後 0～7日）では DDGSを含ま

ない飼料を全頭に給与し，その後子豚を，

（1）対照区：2期（離乳後 7～21日）およ

び 3期（離乳後 21～42日）のいずれも D

GSを含まない基礎飼料を給与，（2）DDG

S 0 %区：2期には DDGSを含まない基礎

飼料を，3期には DDGSを 30 %配合した

飼料を給与，（3）DDGS 5 %区（2期では

DDGSを 5 %配合した飼料を，3期では D

DGSを 30 %配合した飼料を給与，および

（4）DDGS 30 %区（2期と 3期ともに D

DGSを 30 %配合した飼料を給与の 4区に

分けて 42日間飼育した。 

その結果，2期において DDGSを配合し

た飼料を給与したDDGS 5 %区およびDD

GS 30 %区の全試験期間中の平均増体日

量（ADG）は，対照区に比べて有意に少な

かった。しかし，DDGS 0 %区の ADGは

対照区との間に有意差は認められず、平均

飼料摂取日量（ADFI）も対照区と差がなか

った。 

実験 2では，離乳豚の成長および健康状

態に及ぼす DDGS，乳糖および両者の交互

作用の影響について検討した。 

試験には 23±2日齢（平均体重 6.4±0.1

 kg）の離乳豚を 24頭用い，試験区は，（1）

乳糖および DDGSを含まない対照区，（2）

DDGS 0 %＋乳糖 20 %配合区，（3）DDG

S 15 %＋乳糖 0 %配合区，および（4）乳

糖 20 %＋DDGS 15 %配合区の 4区とし

た。これらの飼料は，離乳後 0～14日の間

（1期）に給与し，その後 14～28日の間（2

期）では，一般的な慣用飼料を給与した。 

その結果，1期で DDGSを給与した豚は，

2期での ADG（576 g：535 g）および AD

FI（815 g：752 g）が，DDGS無配合の

場合に比べて有意に多かった。1期に，乳

糖を配合した飼料を給与した場合は，乳糖

無配合に比べて，1期の ADGおよび飼料効



率が有意に向上し，ADFIは増加する傾向

を示した。しかし，1期で乳糖を給与した

場合は，2期では，ADGが減少する傾向を

示した。 

両実験において，子豚の健康状態の指標

として血清中の免疫グロブリンを測定した。

その結果，血清中の免疫グロブリン濃度は，

飼料によって影響されなかった。 

実験 1の結果から，哺乳期の初期の飼料

に DDGSを高水準で配合した場合は，子豚

の成長を低下させた。 

実験 2の結果から，離乳期の飼料への乳

糖の配合は，DDGSを配合した場合の子豚

の成長を維持することが明らかになった。 
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